






























































































































的研究である。今村氏は、 （ー） 「花郎に関する文献記載の要領」、 （二）

































究 」に対する批判を交えた大部の論文で、 （ー） 「花郎団体の組織」、 （二）
「花郎の瓶始」、 （三） 「花郎に関する諸種の名称」、 （四） 「花郎団体のキ晶画U、
（五） 「花郎の継続期間」、 （六） 「花郎と郎徒とは共に死友を約せりJ、（七）
「花郎は最初何の目的にて瓶置されしか」、 （八） 「新羅花郎気質は何に原因











































は（一） 「はしがき」、 （二） 「花郎世記及び新羅国記」、 （三） 「三国史記


































































































































































































































































































































































歴代花郎 任 命 者 花郎世紀記載箇所






3 毛郎 只 召 （毛郎は）太后に寵あり、真興大王九年、
太后命じて三世風月主となす。制
4 二花郎 只 召 （只召）太后すなわち命じて、これを（宮
中に）居き、もって四世風月主となし、郡
騒を巡らしむ。出7


















































































a 南毛・俊貞 源花 郎徒
調花郎 風月主・仙花 郎徒・風月
2 未珍夫 直接的なる称呼なし 郎徒
3 毛 良日 三世風月主 郎徒
4 二花郎 四世風月主 郎徒
5 斯多含 五世風月主・国仙 郎徒
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6 世 刀－＝ミ， 六世風月主・花郎・上仙 不明
b 美 室 源花 郎徒
7 醇原郎 七世風月主・花郎・左花郎 郎徒・雲上人
8 文 脅 八世風月主・国仙・仙花・亜仙 郎徒・護国仙
9 秘宝郎 九世風月主・右花郎 郎徒
10 美 生 十世風月主・前方花郎 郎徒
11 夏
仁三2 直接的なる称呼なし 郎徒刀ミ
12 菩 利 弥勅仙花・書利沙門 郎徒
13 龍 春 十三世 郎徒
14 虎 林 十四世 郎徒























古代文化』 62・63号、 1990年）、 「花郎世紀にみる歴代風月主たちの横
















































































































































































































注58 関連論文として、拙稿「新羅仏教研究と花郎世紀」 （「東方』第 7号、
1991年）、 「花郎世紀にみられる新羅仏教事情」 （『印度学仏教学研究』
第40巻第2号、 1992年）、 「花郎世紀の真偽に対する試論」 （『朝鮮史研
究会会報』第 109号、 1992年）をみられたい。
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※ 本稿発表に際し、学習院大学東洋文化研究所の深津行徳氏より、貴重な
る資料と御教示をいただいた。ここに記して深く感謝する次第である。
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